























































































































































































































































































3.  5 氏名
（1） 呼捨て
呼捨てとは、名前を呼ぶとき、様・さん・君などの敬称をつけずに呼ぶことである。日本語にも、中
国語にも氏名の呼捨てがみられるが、使用状況が異なる。日本語の呼捨てには、「山田太郎」「山田」「太
郎」というように、三種類の形式が一応考えられるが、実際には、学生を対象とした呼び方に関する
調査によれば10、「山田太郎」という形は一度も使われていない。「山田」のような姓だけの形は、男
子学生が年下および同年の男子で、特に同じクラブやクラスのメンバーに対して用いるという状況に
限られていた。「太郎」という名のみの形は、父親や時には母親（特に男性に対し）により、また同
年および年上の学生（特に男子学生から）によって用いられている。
一方、中国語の名前の呼捨てには、“杨中华”“中华”の２種類しかない。“杨中华”という形は、
例えば、前述のように病院で診察の順番待ちをする患者を呼ぶときや、学校や会議において出席を取
るときなどに普通に使われている。また、“中华”のような形は、集団内部において親しい関係にあ
る年上や同年の人によって用いられる。
また、中国語の書き言葉には、呼捨てに似たような現象が見られる。例えば、2009年６月26日付の
中国の新聞『人民日報』のトップニュースに、
“中国国家主席胡锦涛25日下午在人民大会堂与土耳其总统阿卜杜拉·居尔举行会
谈。”
という内容の記事があった。同じ日の『人民日報』のホームページ日本語版では同じ内容が次のよう
に訳されている。
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　　「胡錦濤国家主席は25日午後、トルコのアブドラ・ギュル大統領と人民大会堂で会談した。」
つまり、中国語の“国家主席胡锦涛”“总统阿卜杜拉·居尔”を「胡錦濤国家主席」「アブドラ・ギュル大
統領」へと、肩書きと名前の位置を逆にして訳したのである。ただし、中国語でも“国家主席胡锦涛”のような呼び方は、
新聞記事のように、出来事を客観的に伝える場合にだけ許され、直接本人を呼ぶときには、“胡主席（胡
主席）”“阿卜杜拉总统（アブドラ大統領）”というふうに呼ばなければいけないのである。しかし、
日本語にはこういう使い分けは見られない。
また、日本語では書き言葉として人名のリストを掲載するとき、呼捨てが必要な場合に、「敬称略」
ということわり書きを添えて、わざと失礼なことをしていないことを表明するのである。
（2） 愛称
愛称とは、本名以外の親しみをこめた呼び名である。これは日中ともに見られる形式である。日本語
の場合は、例えば、前述の例の鈴木という人を「スーさん」と呼んだり、日本の人気卓球選手の福原
愛のことを「あいちゃん」と呼んだりすることになる。一方、中国語の愛称は、姓の前に“大”や“小”
を付けて、“大李”“小李”というふうに呼んだり（“大”を付けるか、“小”を付けるかの使い分けは、
その人の特徴で決めることが多い。例えば身長が高い、あるいは体が大きい人の場合は、“大”で呼び、
その逆の場合は、“小”で呼ぶ）、“李佳”という名前の場合、名の後ろに“子”を付けて、“佳子”と
呼んだり、また名をダブルにして、“佳佳”と呼んだりするのである。
（3） 氏名の丁寧度
氏名の丁寧度とは、名前を呼ぶときの丁寧さの度合のことである。次に中国語と日本語の例を示し、
それぞれの特徴を見よう。→の指す順に丁寧度がより高くなると考えられる。
日本語では、「山田太郎」を例に取れば、
「太郎ちゃん→太郎→山田→山田太郎→山田君→山田さん→山田様→山田殿→山田部長／山田先生」
という配列になる。
　中国語では、“杨中华”を例にすれば、
“华子→华仔→中华→小杨→老杨→杨中华→杨大哥→杨经理／杨老师／杨大夫”
という配列になる。
　上の配列で分かるように、日本語の氏名の丁寧度は、名前の後ろに何かを付けるか、付けるとした
ら、何を付けるかという形で示される。それに対して、中国語では、日本語と同じ形式がみられるほ
か、姓の前に“老”を付けて、“老李”という敬称が作られる。
　また、中国語のほうは、“杨大哥”（楊兄さん）のように親族名称も丁寧度の高い形式とされている
のが特徴的だといえよう。
4.  おわりに
以上の分析から見て、対人関係における呼称の待遇的機能は日本語にも中国語にもみられ、しかも、
それぞれ特徴を持っている。総合的に見れば、中国語のほうが日本語より発達しているということが
できよう。それは、中国語は日本語の敬語のような文法体系を持っていないため、呼称といった語彙
的な手段が日本語よりも発達したのであろう。以上の分析を通して日本語と中国語の待遇的機能の相
違は次のようになろう。
親族名称は、中国語の場合、親族関係以外の人にも一般的に使用し、しかも、親族名称が使われる
ほど、話し手の丁寧な気持ちが感じられる。また、親族関係以外の人に対しても、親族関係と同じよ
うに上下長幼の順序を厳しく守っている。
社会通称について言えば、日本語の「～さん」は、老若男女誰にでも使える、実に便利な形式であ
るが、中国語にはそのような形式がないから、相手の身分に応じて適当なものを使い分けるのである。
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その際、相手が男性か女性か、年配か若者か、知識人か学歴の低い労働者か、といった判断が必要で
ある。そして、その判断に基づいてその相手を呼ぶのに最もふさわしい呼称を決めるのである。また、
公の場で名前を知らない人を呼ぶ場合、日本語は「お客さん」とか、「旦那さん」などと呼んだりす
ることもできるし、相手の身分が分からないとき、「すみません」という呼びかけもできるが、中国
語にはそういう呼び方は見られない。
役職名称に関しては、日本語は「副部長」の場合、そのままの形を用いるが、中国語はむしろ、相
手を持ち上げる手段として、その「副」を取って、「部長」で呼ぶという誇張的使用が見られる。また、
日本語の役職名の使用は、聞き手が内部の人間か、外部の人間かという「内外」の要素に左右される
が、中国語はそういうルールに影響されない。
次に職業名称であるが、日本語の場合、「先生」以外の職業名はそのままの形では使えず、必ず「職
業名＋さん」という形を取る。それに対して、中国語は、そのままの形を使ってもいいし、相手を丁
寧に扱おうとすれば、「職業名＋社会通称」という形を使ってもいい。また、中国語では職業名称に
関しても、教師ではない人でも「先生」と呼ばれるような誇張的使用が見られる。
最後に氏名について相違を要約すれば、日本語の呼捨ては、両親や、年上といった目上あるいは同
輩によって行なわれるものであり、初対面の人や親しくない関係にある人に呼捨てをしてはならな
い。それに対して、中国語の場合は、両親や年上から呼び捨てにされるほかに、公の場において親し
くない人に対しても呼捨てが見られる。
総合的にみれば、日本語呼称も中国語呼称も整然とした社会的ルールに縛られている。ただ、両者
を縛るルールが異なっている。日本語の呼称には社会的通念に従って行われる客観的、定型的な特徴
が見られるのに対して、中国語の呼称は、相手との関係や相手の身分などに基づいて、個人的な判断
で決定する主観的、多様な特徴が見られる。その典型的な例は、中国語の呼称の誇張的使用である。
日本語の対人関係の表示は文法体系の敬語によって実現でき、呼称に頼ることが少ないのに対し、中
国語の対人関係表示は、呼称を含む語彙的要素に頼るところが大きいからである。したがって、中国
語の待遇表現における呼称の待遇的機能は、かなり大きなウエートを占めているということがいえよ
う。
付記：
本論文は、黒龍江大学博士助成金による研究の一部である。なお、日本語の呼称の使用に関しては、黒龍江大
学の日本人教師で、元日本の高校国語教員であった須藤實先生から貴重な意見をいただいた。
注
１．本論文で論じた中国語の呼称の使い方は、北京を中心とした北方地域の状況に基づいて内省したもので、方
言や地域差によって生じる差異についての考察は別の機会に譲りたい。
２．盧万才（2002）を参照。なお、薛鳴（2000）にも類似の調査があり、それによると、日本人の大学生が上の
世代の隣人だけに親族名称を使うことがみられるという。
３．鈴木孝夫1973, p. 159。
４．付記に記してある須藤實氏による。
５．ただし、日本の国会議員などは「～君」で呼び合う場合がある。大石（1966：44）によれば、これは、古く
同輩以上の人に対する敬称として用いた「～君」の用法が国会議場内という特殊社会にだけ残っているもので
あり、現在用いられている「～君」とはまったく性質の違ったものであるという。
６．橋本永貢子2000, p. 111。
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７．日本文化庁1995, p. 38。
８．田中春美・田中幸子1997, p. 121。
９．三省堂『スーパー大辞林』「先生」の項参照。
参考文献
輿水　　優（1977）.「中国語における敬語」『岩波講座日本語４敬語』岩波書店
鈴木　孝夫（1973）.『ことばと文化』岩波新書
薛　　　鳴（2000）.「親族名称に見られる関係表示―日本語と中国語の比較から―」『社会言語科学』第２巻
　第２号、日本社会言語科学会
孫成崗他（2003）.「中日親属称呼比較研究」『日語研究』第1輯、商務印書館
田中春美・田中幸子（1997）.『社会言語学への招待』ミネルヴァ書房
藤堂　明保（1974）.「中国語の敬語」『敬語講座8巻世界の敬語』明治書院
日本文化庁（1971）.『日本語教育指導参考書２・待遇表現』大蔵省印刷局
橋本永貢子（2000）.「敬語としての人称語―現代中国語の場合」『文化と風土の諸相』文理閣
盧　　万才（2002）.「中国語と日本語の呼称の敬語機能に関する調査」『日本中国語学会第52回全国大会予稿集』
